
延

喜

鈔

本

玉

篇

背

書

皇

大

神

宮

禰

宜 

譜
圖
帳
・皇

大

神

宮

禰

宜

補

任

次

第

解

說





延

喜

鈔

本

玉

篇

背

書

皇

大

神

宮

禰

宜 

譜
圖
帳
・皇

大

神

宮

禰

宜

補

任

次

第

解

說





延

喜

鈔

本

玉

篇

背

書

皇

大

神

宮

禰

宜

譜

圖

帳

、皇
大
神
宮 

禰

宜

補

任

次

第

解

說

神

宮

文

庫

所

藏

の

「皇

大

神

宮

禰

宜

譜

圖

帳
」
幷

「皇

大

神

宮

禰

宜

補

任

次 

第
」
一
卷
は
、皇

大

神

宮

正

員

禰

宜

家

の

一
な

る

荒

木

田

姓

藤

波

家

の

舊

藏 

に
し
て
、明

治

の

中

頃

神

宮

司

廳

に

購

入

せ

ら

れ

、神

宮

文

庫

の

架

藏

す

る 

所

と

な

り

た

る

も

の

な

り

。

舊

藏

者

た

る

藤

波

家

は

俗

に

大

藤

波

と

云 

ひ
內

宮

御

造

營

の

作

所

を

世

襲

し

た

る

を

以

て

、內

宮

作

所

藤

波

家

と

も 

稱
す
。

同

家

の

藏

書

の

主

要

な

る

も

の

は

、藤

波

家

神

書

目

錄

江
戶
時
代
初
期 

藤
波
氏
昇
編
な



ら
ん
か
、天

和

二

年

九

月
龍 

尙
舍

書

寫

の

奥

書

あ

り

。

に

見

ゆ

る

も

の

百

數

十

部

あ

り

、鎌

倉

時

代

以

降

の

大 

神

宮

古

遷

宮

記

の

原

本

若

く

は

古

寫

本

、神

宮

祠

官

の

引

付

類

、
古
文
書
、及 

び

神

道

關

係

の

典

籍

に

し

て

、氏
顯
、氏
興
、氏
經
、氏
綱
’氏
秀
、氏
敦
、氏
晴
、氏
昇 

等

同

門

の

人

々
の

寫

し

傳

ふ

る

も

の

の

外

、傍

系

な

る

薗

田

守

晨

等

の

書 

寫

本

を

も

併

せ

、何

れ

も

大

神

宮

史

の

根

本

資

料

と

し

て

最

も

貴

重

の

集 

積
た
り
。

而

し

て

其

の

大

部

分

は

現

今

京

都

久

邇

宮

家

の

御

架

藏

遊

ば 

さ

る

る

所

に

し

て

、ま

た

一

部

分

は

神

宮

司

廳

の

有

に

歸

し

、神
宮
文
庫
に 

收

藏

せ

ら

る

。

本

書

亦

其

の

一

に

居

る

。

今
、實

物

に

就

き

て

本

書

の

體

裁

を

見

る

に

、卷

子

本

一

卷

に

し

て

、楮
紙
、



高

さ

八
寸
八
分
、紙

數

凡

て

三

十

枚

、第

一
紙

は

最

も

長

き

所

に

て

長

さ

一
 

尺

二

寸

一

分

、第

二

紙

以

下

は

夫

々

一

尺

八

寸

六

七

分

內

外

に

し

て

、
見
返 

を

除

き

全

長

五

十

四

尺

二

寸

五

分

あ

り

。

而

し

て

幅

六

寸

六

分

五

厘

あ 

る
澁

引
の
表
紙

竹

及

び
木 

綿
紐
付

を
附
け
、軸
な

し
。

表

紙

の

外

題

に

は

「皇
太
神
宮 

禰

宜

譜

圖

帳

」
と
表

紙

に

直

接

墨

書

し

、見

返

は

美

濃

紙

の

白

紙

に

し

て

其 

の

長

さ

表

紙

よ

り

稍

長

く

八

寸

七

分

五

厘

あ

り

。

見

返

の

左

端

に

、

（
朱
筆
）

（
墨
筆
）皇

大

神

宮

禰

宜 

　
正

四

位

上 
荒

木

田

氏

憙

と
あ
る
は
、舊

藏

者

の

自

署

に

し

て

、氏
憙

は

幕

末

の

頃

藤

波

氏

を

嗣

ぎ

、
元



治

元

年

九

月

三

十

日

皇

大

神

宮

禰

宜

に

補

せ

ら

る

。

其

の

正

四

位

上

に 

敍

せ

ら

れ

た

る

は

明

治

元

年

八

月

二

十

七

日

に

し

て

、四

位

以

下

に

上

下 

の

階

を

止

め

ら

れ

た

る

は

明

治

二

年

七

月

な

る

を

以

て

、署

名

の

年

時

略 

明
ら

か
な

り
。

其

の

右

方

に

林

崎

文

庫

な

る

長

方

形

朱

印

竪
二
寸
五
分 

橫
六
分
强

を 

捺
す
。

卽

ち

本

書

が

神

宮

司

廳

に

購

入

せ

ら

れ

た

る

後

、林

崎

文

庫

に

於 

て

保

管

せ

ら

れ

た

る

も

の

な

る

事

を

示

せ

り

。

但

し

こ

の

見

返

は

近

世 

の

も

の

な

る

事

紙

質

に

よ

り

て

判

然

た

り

。

右

の

外

破

損

の

個

處

の

裏 

に

見

返

と

同

紙

質

の

紙

片

を

貼

り

て

修

理

を

加

へ

た

る

處

々

あ

り

。

本 

書

は

延

喜

鈔

本

玉

篇

第

廿

二

卷

を

反

用

し

、其

の

背

面

に

皇

大

神

宮

禰

宜



譜

圖

帳

及

び

延

喜

以

後

の

補

任

次

第

を

書

寫

し

た

る

も

の

に

し

て

、玉
篇 

の

卷

尾

の

背

面

を

首

と

し

て

譜

圖

帳

を

書

寫

し

た

り

。

舊

藏

者

に

於
て 

祠

官

の

系

譜

を

重

ん

す

る

の

故

を

以

て

譜

圖

帳

を

表

面

と

し

、玉
篇
を
裏 

面

と

し

て

表

裝

せ

り

。

而

し

て

本

書

は

桐

箱

に

收

め

て

保

存

せ

ら

れ

左 

記

の

箱

書

あ

り

。

皇

大

神

宮

禰

宜

譜

圖

帳 
德
治
二
年
書

背
面

玉

篇

卷

第

廿

二 
顧
野
王
著 

延

喜
四
年
正
月
十
五
日
收
爲
典
藥
頭
宅
書



玉

篇

は

梁

の

顧

野

王

の

編

す

る

所

、全

篇

三

十

卷

、而

も

支

那

に

逸

し

て 

其

の

零

本

獨

り

我

國

に

存

せ

り

。

現

存

せ

る

も

の

左

の

七

卷

に

し

て

、本 

書

亦

其

の

一

に

屬

す

。

一　

卷

第

八

心

部

の

一

部

分 

藤

田

古

梓

堂

文

庫

所

藏

二　

卷

第

九

言

部―

幸

部
（
中
間
脫
落
二
箇
所
あ
り
） 

早

稻

田

大

學

所

藏
　　

卷

第

九

册

部―

欠
部 

福

井

貞

明

氏

所

藏

三　

卷

第

十

八

之

後

分

放

部―

方
部 

男

爵
 
藤
田
平
太
郞
氏 
所
藏

四　

卷

第

十

九

水

部

の

一

部

分 

男

爵
 
藤
田
平
太
郞
氏 
所
藏

五　

卷

第

廿

二

山

部―

厽

部 

神

宮

文

庫

所

藏



六　

卷

第

廿

四

魚

部

の

一

部

分 

京

都

府

大

福

光

寺

所

藏

七　

卷

第

廿

七

糸

部―

索
部

京

都

府

高

山

寺

所

藏
 

滋

賀

縣

石

山

寺

所

藏

本

書

は

卽

ち

玉

篇

第

廿

二

卷

山

部

第

三

百

四

十

三

よ

り

厽

部
第
三
百
五 

十

六

に

至

る

迄

を

完

存

す

。

凡

十

四

部

六

百

三

十

一

字

、天

地

に

七

寸

一
 

分

五

厘

內

外

の

高

さ

を

以

て

淡

墨

の

欄

を

設

け

、每

行

七

分

乃

至

九

分

の 

幅

を

以

て

竪

罫

を
施
し
、每

紙

槪

ね

二

十

三

行

、各

行

註

の

字

數

十

八

字

乃 

至

二

十

二

字

を

書

寫

す

。

卷

首

紙

端

に

印

文

「房
」字

の

如

く

見

ゆ

る

長

方 

形
朱
印

竪
一
寸
二
分
三
厘 

橫
一
寸
一
分
七
厘

を
、紙

の

上

部

と

中

程

と

下

部

と

の

三

ケ
所
に
捺
し 

た

る

も

の

左

半

分

を

存

す

。

卷

末
に
は

「延

喜

四

年

正

月

十

五

日

收

爲

典



藥

頭

宅

書

」
と
署
し
、此

の

識

語

に

か

け

て

前

記

の

朱

印

三

顆

を

捺

す

。

こ 

れ

に

よ

り

て

書

寫

の

年

時

明

ら

か

な

り

。

ま

た
紙
背
、紙

の

繼

目

二

箇

處 

（補

任

次

第

の

末

尾

に

當

る

）に

の

如

き

字

體

を

な

せ

る

押 

縫

を

記

せ

り

。

こ

は

恐

ら

く

は

延

喜

當

時

の

も

の
な

る
べ

し
。

曩

に

明

治

十

七

年
（淸

國

光

緒

十

年

）
六

月

淸

國

公

使

黎

庶

昌

、久
邇
宮
家 

に

玉

篇

を

御

秘

藏

遊

ば

さ

る

る

を

聞

き

、知

恩

院

方

丈

徹

定

を

介

し

て

本 

書

の

摸

本

の

影

寫

を

得

て

舌

逸

叢

書

續

收

原

本

玉

篇

に

收

め

て

こ

れ

を 

刊

刻
せ

り

。

後

又

明

治

二

十

九

年

十

月

神

宮

司

廳

に

於

て

本

書

を

影

寫 

刊

刻

し

た

り

。

共

に

世

に

行

は

る

と

雖

も

、未

だ

必

す

し

も

筆

寫

の

舛

訛



な

き

能

は

す

。

今

回

の

複

製

を

以

て

初

め

て

間

然

す

る

所

な

し

と

謂

ふ 

べ
し
。

皇

大

神

宮

禰

宜

譜

圖

帳

は

玉

篇

の

紙

背

に

、其

の

卷

尾

を

首

と

し

て

紙 

數

四

枚

に

、各

行

槪

ね

二

十

字

內

外

を

書

寫

し

た

り

。

其

の

年

代

は

、後
述 

の

補

任

次

第

の

條

に

述

ぶ

る

が

如

く

、恐

ら

く

は

後

二

條

天

皇

の

御

代

德 

治

二

年

の

頃

な

る

べ

し

。

本

書

は

延

喜

七

年

九

月

十

七

日

、皇

大

神

宮

禰

宜

荒

木

田

神

主

莖

貞

及 

び

前

禰

宜

荒

木

田

神

主

德

雄

等

を

始

め

と

し

て

、荒

木

田

氏

人

祠

官

十

一
 

人

の

連

署

を

以

て

神

祇

官

に

注

進

す

る

所

な

り

と

す

。

但

し

本

書

の

形



式

を

見

る

に

、原

本

の

體

裁

を

正

確

に

傳

へ

し

も

の

に

あ

ら

ざ

る

や

の

疑 

あ
り
。

且

そ

の

內

容

に

於

て

も

記

紀

以

下

の

神

典

と

傳

を

異

に

し

、又
神 

宮

所

傳

の

舊

記

と

矛

盾

す

る

處

な

き

に

あ

ら

す

。

從

っ

て

本

書

の

成

立 

に

就

き

て

は

尙

後

考

を

俟

つ

べ

き

も

の

多

し

と

雖

も

、荒

木

田

氏

の

出

自 

を

記

し

て

も

と

大

貫

連

と

稱

し

、成

務

天

皇

の

御

代

最

上

と

い

ふ

も

の

、大 

神

の

朝

御

饌

夕

御

饌

料

三

千

代

の

御

田

を

治

開

供

奉

り

し

に

よ

り

、荒
木 

田

神

主

の

姓

を

賜

へ

る

の

由

を

載

す

る

如

き

は

同

家

傳

來

の

古

說

を

傳 

ふ

る

も

の

と

し

て

、最

も

注

意

す

べ

き

史

料

と

云

は

ざ

る

べ

か

ら

ず
。

皇

大

神

宮

禰

宜

補

任

次

第

は

皇

大

神

宮

禰

宜

譜

圖

帳

の

末

尾

に

附

載



し
、前

書

に

續

き

て

凡

て

二

十

六

枚

の

中

、
一
十

五

枚

に

書

寫

せ

ら

れ

、卷
尾 

の

一

枚

は

空

白

と

な

せ

り

。

行

數

字

詰

等

書

寫

の

態

槪

ね

譜

圖

帳

に

同 

じ

き

も

字

詰

稍

密

な

る

所

あ

り

。

書

出

し

に

は

「補

任

次

第
延

喜

以

後
」
と
標 

記
し
、
「
禰

宜

從

五

位

下

荒

木

田

神

主

莖

貞

」
以
下
「禰

宜

從

四

位

上

經

延

」に 

至

る

代

々

の

皇

大

神

宮

禰

宜

の

補

任

を

類

聚

し

、所

載

年

數

延

喜

六

年

よ 

り

德

治

二

年

に

至

る

四

百

二

年

に

及

ぶ

。

本

書

は

何

人

の

編

纂

に

か

か

る

か

明

ら

か

な

ら

ず
。

但

し

內

容

の

繁 

簡

精

粗

一
樣
な

ら

ず

、前

後

體

裁

の

統

一

を

闕

く

所

あ

る

を

以

て

見

れ

ば 

恐

ら

く

は

同

一

人

の

手

に

て

一

時

に

編

纂

せ

ら

れ

た

る

も

の

に

非

ざ

る



を

思

は

し

む

。

而

し

て

書

寫

の

年

代

に

就

き

て

は

、最

尾

の

禰

宜

を

德

治 

二

年

十

一

月

補

任

の

經

延

と

し

、延

慶

二

年

三

月

補

任

の

泰

朝

を

揭

げ

ざ 

る

よ

り

見
て

、本

書

は

德

治

二

年

以

後

延

慶

二

年

以

前

の

書

寫

に

係

る

こ 

と

を

知

り

得

べ

し

。

本

書

所

載

記

事

の

年

代

に

於

け

る

大

神

宮

禰

宜

の 

補

任

を

誌

せ

る

も

の

に

、類

聚

大

補

任

、二

所

大

神

宮

例

文

、二

宮

禰

宜

補

任 

至

要

集

、二

所

大

神

宮

正

員

禰

宜

轉

補

次

第

記

等

の

諸

書

あ

り

。

就
中
記 

事

最

も

正

確

に

し

て

且

詳

細

な

る

類

衆

大

補

任

は

其

の

半

ば

を

逸

し

、今 

僅

か

に

貞

觀

よ

り

天

德

に

至

る

迄

と

、治

承

よ

り

文

永

に

至

る

迄

と

の

前 

後

百

九

十

五

箇

年

を

存

す

る

の

み

な

る

も

、本

書

は

四

百

年

間

一

貫

し

て



現

存

す

る

を

以

て

、大

補

任

の

闕

失

し

た

る

年

代

の

禰

宜

補

任

の

次

第

を 

詳

か

に

し

得

る

最

も

正

確

な

る

史

料

と

云

ふ

べ

き

な

り

。

豐

受
宮
禰
宜 

補

任

次

第

は

本

書

と

殆

ん

ど

同

種

の

編

纂

物

に

し

て

、旣

に

群

書

類

從

に 

收

め

ら

れ

て

世

に

流

布

し

た

れ

ど

、本

書

は

未

だ

上

梓

の

運

に

遭

は

ず
、今 

回

の

印

行

を

以

て

初

め

て

世

に

公

に

せ

ら

れ

た

る

も

の

な

り

。

（終
）








